
凧部日記 07 号 

NGT48×白高凧部の一日、その舞台裏（2018/05/31） 

 

 晴天の 5 月 29 日（火）、今年度の早い頃から南区地域総務課よりお声掛けをいただいて

いた白根大凧合戦のＰＲイベントに参加してきた。これは、人気グループ・NGT48 のメ

ンバーで南区 PR 大使の加藤美南さんと中村歩加さんがしろね大凧と歴史の館の「一日館長」

を務められるのに併せて、本校凧部が表敬訪問をし、そののち、凧揚げの実演をさせてい

ただくという企画だった。 

当日の授業は午前中「公欠」扱いでの参加であり、更に、大袈裟に言えば、白根高校の

みならず、大凧合戦に出るすべての凧組の代表という一面もある以上、無様な姿は晒せな

い。しかし、元来、白根高校にはシャイな生徒が多く、凧部員もご多分に漏れず、人前で

は「借りてきた猫」然として固まってしまいそうな気配しかなかったのであるから、ふた

りの「アイドル」からの質問に果たしてまともに答えられるかどうか、顧問の私はもちろ

ん、全員がとても不安な気持ちを抱えながらこの日を迎えたと思う。 

会場では、駆けつけた大勢の取材クルーにもビビりながら、加藤さん・中村さんとのや

りとりはスタート。しかし、部員たちはみな一生懸命に話そうとしていたと思う。加藤さ

んと中村さんが上手にリアクションしてくださり、緊張感もとれてきた頃には、予定され

た時間となり、イベント前半をなんとか乗り切ることが出来たように思う。 

次は凧揚げ。凧を抱えて、凧揚げ会場に移動しようというとき、同行してくださった「凧

名人」生野（はいの）さんが私に尋ねる。 

―「綱は？」 

―「えっ？」 

―「綱、どこ？」 

綱！しまった、抜かった！完全に失念していた。朝までは覚えていたのだが、持ってく

るのを忘れていたのだ！もうひとりの顧問・小栗さんが急遽、学校まで取りに戻ってくれ

ることになる。 

「総選挙」を控え、分刻みのスケジュールなのだろう NGT のおふたり。時間は無駄に出

来ない。多目的広場に移動して、綱の到着を待ちながら、凧の準備に取り掛かる。 

しかし、天は更に私たちに試練を与える。風をはらませるため、横骨を曲げる作業を始

めたところ、今度は、「バキッ！」という禍々しい音がするではないか。横骨が折れたのだ。

揚げるつもりだった凧はもう揚げられない！ 

でも、落ち着け！予備で持ってきていた凧がもう１枚あるのだから。内心の動揺を抑え

ながら、南区職員の方々に向かって切り出す。 

―「もう 1 枚、凧を持って来てたんですけど、…。」 

すると、みなさん、「？」マークを飛ばして、顔を見合わせる反応。 

―「昨日、2 階の会議室に入れておいたんですけど、…。」 

気付くと、事情を察し、のっぴきならない事態だと悟った職員の皆さんが予備の凧を取



りに走り出してくださっていて、駆ける皆さんの姿には本当に頭が下がった。 

皆さんが予備の凧を抱えて来てくださり、小栗さんが戻り、なんとか凧に綱も付いた。

その凧をバックに部員たちは加藤さん・中村さんと一緒に「白根高校、頑張るぞー！」と

声を上げての記念撮影。みんな笑顔。よかった。 

で、凧揚げ。この日のために新調した真っ白な軍手も使わず仕舞いで、終始ドタバタの

凧揚げだったのだが、最後は風に恵まれ、「高」の一文字をあしらった白高伝統の巻凧は、

無事、五月晴れの青空にするするとあがっていった。見上げる加藤さん・中村さんから「凄

～い。高いねぇ～」という声が聞かれたことで、ホッと一安心。なんとか大役を果たして、

午後の授業に戻った、NGT48×白高凧部の一日。こんな機会、そうそうないのだろうし、

部員一人ひとりにとって、本当にいい経験になった筈。但し、その裏には色々あった、っ

てことで。（汗）                       下村 伸（凧部顧問） 

 

ＰＳ お世話いただいた南区・地域総務課のみなさま、関係されたすべてのみなさまに

心より御礼申し上げます。どうも有難うございました。  

 

  

   （NGT48 公式ツイッターより）   （新潟市南区公式 PR ツイッターより） 


